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東京オリンピック・パラリンピックから学ぶ
「チョー気持ちいい」（競泳・北島康介さん）、「いままで生きてた中で一番幸

せです」（競泳・岩崎恭子さん）、「自分で自分をほめたい」（マラソン・有森裕

子さん）、など数々の名言がオリンピックから生まれています。東京オリンピッ

ク・パラリンピックでもどのようなドラマが起きるのか今から楽しみです。

さて、「オリンピックは、勝つことよりも参加することに意義がある。」とい

う言葉を聞いたことがあると思います。この言葉は、近代オリンピックを考え

たクーベルタンという人が、オリンピックを通じて、世界の人たちに伝えたい「オリンピック精神」

について語った言葉です。勝つことはもちろん大切です。さて、勝つことより大切なこととは何でし

ょうか。「オリンピックの精神」について３つ話したいと思います。

まずは、勝つためには、努力が必要です。はじめに選手の「努力」から考えてみます。オリンピッ

クに出場できるのは、ほんの一握りの限られた選手だけです。小さい頃からオリンピックに出場する

ことを夢見て、努力に努力を重ねて練習しても必ずオリンピックに出場できるとは限りません。どん

なに努力しても一度も負けなかった選手や挫折の経験がない選手などいないのです。つまり、努力は

必ず報われるわけではないのです。しかし、どの選手たちも，どんなに辛く苦しくてもあきらめずに

努力し続けるのです。それは、オリンピックに参加するという高い目標があるからです。オリンピッ

ク選手は、目標を持ち、ひたすら純粋に努力することの尊さ、さらに生き方を私たちに教えてくれま

す。オリンピック精神は、「努力の尊さ」に１つめの意義があると思います。

次に、選手への応援から考えてみます。オリンピックに出場できたことだけでも大変な選手たちが、

さらに金メダルを目指すというのは、本当にすごいことです。しかし、時に応援する私たちの方が勝

ち負けにこだわり、負けてしまった選手に対して尊敬を欠いてしまうことがありませんか。まだ、国

同士がメダルの数を競うことに夢中になり、本当に頑張っている選手のことを忘れてしまうことがあ

りませんか。当然ですが、試合に勝つために精一杯戦っているのは参加し

ている選手たちです。私たちは、勝敗に一喜一憂しながらも、選手のため

に純粋に応援する、そして試合後は勝敗に関係なく、惜しみない拍手を送

る、このことが２つめの意義だと思います。

最後に、オリンピックの歴史から考えてみます。昔、オリンピックには

女性は参加できませんでした。またオリンピック選手であっても肌の色で

差別されてしまうという「人種差別」の問題もありました。選手のことと

関係なく、国同士が争いをしてオリンピックに参加できない国もありました。障害のある人たちは、

スポーツをする機会もありませんでした。私たち人間は、長い歴史の中でオリンピックをとおしてこ

れらの問題に気づき、改善してきました。だから、今では性別や肌の色、国籍、障害の有無に関係な

く、誰もがスポーツに参加でき、さらには誰もがオリンピックやパラリンピックをとおして、「私たち

は、一人一人が大切な人間である」という人権の大切さを学ぶことができます。そして、「世界の平和」

が何よりも大切だと深く感じることができます。これが３つめの意義です。

オリンピックの精神から「努力の尊さ」「純粋な応援」「人権の大切さ」につ

いてお話をしました。この他にも、オリンピックの精神は、友情や思いやり、

協力やフェアプレー精神など人間のよりよい生き方に深くつながっています。

みなさんも東京オリンピック・パラリンピックをとおして、オリンピック精

神について考えてみましょう。

【学校スローガン】 Nice Try & Brush up 七尾東部中ＧＩＦＴ
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交通安全教室、防犯教室がありました
６月２８日（月）に１年生は七尾自動車学

校の出口美樹氏をお招きして交通安全教室を、

２年生は七尾警察署の清水勇輔氏、立中亜依

氏をお招きして防犯教室が行われました。交

通安全教室では自転車の交通ルールや危険を

予知することの大切さについて学びました。

防犯教室ではＳＮＳの被害や不審者対策につ

いてお話を聞いたり、代表の生徒が護身術等に挑戦をしてみました。「自分でしっかり考え、判断し、

行動する」、「自分の命は自分で守る」という意識を持つことで、事故や犯罪に巻き込まれないように

していきましょう。

プランタに苗植えを行いました
３年生が技術の時間を利用してプランタ

に花の苗植えを行いました。これから暑い

日が続くので、きれいな花が長く続くよう

に、しっかり水やりをお願いします。

生徒玄関を通るたびに、プランタの花が

心を癒やしてくれるものと思います。

高校説明会がありました
６月３０日（水）に高校説明会がありました。近隣の高校である

羽咋工業高校、羽咋高校、鹿西高校、田鶴浜高校、鵬学園高校、七

尾高校、七尾東雲高校の７校より各高校の特徴や様子について説明

がありました。コロナ禍の実施のため集会形式を避けて、パソコン

室から高校の先生にお話をいただき、生徒は各教室でお話を聞くと

いうリモート形式での説明会となりました。また、この会は例年３

年生だけで行っていましたが、自分の将来について早くから考え、

意識するということで今年度は２，３年生で説明を聞きました。

これを機会に、自分の将来を考え、将来必要な力を身に付け、その力を磨き上げていってほしいと

思います。そして、生徒の皆さんには、七尾東部中学校で学んだことを自信と誇りとし胸を張って次

のステージに向かっていってほしいと思います。参加いただいた高校の先生方、ありがとうございま

した。

○ゴミゼロ運動ポスター

矢田郷地区町会連合会会長賞 清水 茉優

銀賞 若木 結佳

○県中学校体育大会陸上競技大会

女子 共通走幅跳 ６位 坂口 心月 ４ｍ８６

７位 中山この葉 ４ｍ８３

○全能登中学校卓球大会 （清水さんの作品）

男子個人 ３位 田口 大晴

【七尾市教育委員会からのお知らせ】 ～親と子のなんでも電話相談室～

Let's call.. オアシスライン
TEL ０７６７－５２－０７８３
受付時間： １３：００～１６：００（月曜～金曜）
相談内容： 悩んでいること，困っていること

＊匿名でのお電話で構いません。秘密は守ります。 ～オアシスライン担当～


